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百本統治期「台湾j新文学運動雑誌 f先護部隊j一部翻訳 (3) 
特報安・ i甫旺i義和
解題
先々 51・ (r依~~大 l主i文j 35号、 2∞6if.12月)、光分(Hl己主2大l主i文J36号、 2008ip3月)に絞い
て、 1932年創刊の中隠務文芸誌 n~討すj や翌331'ド留学生たちによって東京で発行された EP将詩
文芸雑誌 fブオルモサjに続く純文芸芸雑誌で、 1934年H子だけ刊行し、 1935年には『第一戦j
と改名した自活文機翁:きの雑誌 f先務部1;利の五千論を試訳した。
『先渡部隊jllHf主体は、台北に出来た台湾文芸協会で、台湾文芸協会は1933iPlO月料不江
LJ楼で成立、 l割減文をrl'心、に汀:1楼支配人郭秋生、 1Ji・1，[1，1寺、:$!主点人、林克夫、 :Hlilr:[、考ド紙王手
書q;が幹事であった。
この「発生j切の観念を解消し-Jの活者郭秋生は、 1904年台北県新校生まれ、 1980年没。公
学校(日本統治時代の台湾人子弟のための初等学校)半数後、アモイの中学校に進学、卒業後
帰合し、江IJ後支配人をしつつ、早稲任!大学講義禄で勉強。 fi翁i日間人となり、台湾話文建設
と郷 1-.文学を 1N:II~1 した。
『う伝授音1;別テキストは、争点方文化1M:局(台湾)復刻本{五卜殺j切FIJ台湾新文学雑誌議刊④j
で、一部は総滋:mJ:万『日本統治WJ台湾文学文芸芸評論集第 1;滋j2001司王4fJに)1又められている。
ヰミ稿の翻訳文は、卒者↑色妥 (2007:fp佐賀大学大学総数7守学研究科修了)氏の訳をifl沼が校JE・
手渡しし、 itおよび解!磁を施したものである。
2008. 9.15 (Hfi岡義和本学教授)
参照文献
f台湾新文学迷邸Jの炭j制河原功務、 lif文出版、 1997年1月
日li湾文学:史j薬会T:ii，議事号、中島幸IJ郎、 i約十{1ft之訳、初f文出版、 2000年1月
f台湾新文学運動の4051':j 移滞金者、 iヤぬ字社長II 、 í~答弁律之訳、東方議街、 2αl5:ip 3 月
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発生期の観念を解消し
行動を本格化、建設化する
郭秋生
反封建のイデオロギーと偶人自由の主張に基づいて発生した台湾新文学が、発展上において
必然的にJおいてくる畿に突き当たることは本誌の巻頭言ですでに論じた。完全とは言えない
が、その必然性についてある程度指絡したと思う。
このような大変な時期に、我々は今まで到達した経校と詳細を点検し、収秘した自主主義で、こ
れからの進路と態度を追究し、事rしい出発点を決めなければならない。これは台湾新文学が当
凶する一番大切な問題の一つで、以下はいろいろな角度から台湾事Ir文学についてあらためて考
えていきたい。
文学の内在綴念と表現形態は離れられない一体的なものである。内在観念が段に突きさ当たる
なら、形態も窮!認な境地に阪り、初Jけなくなる。これは繋がっている図楽関係で、どのように
姿術手・段の上手な人でも、芸術のテクニックで内容の務ち皮を埋めることが出来ない。一一
芸術の外畿で文学舞台に上がられるのは!日文芸忍i朝で、既に破産した前世紀の巡物のようなも
のである。多少その残りがあっても、市議の中の文を幾っか使ったり、詩ーの中の設業を借りた
りするのが、文学、言号、;奨学だと!~、ってしまう一一今から見ると、まるで鋲守の社の謝、総の
二将軍(注 1)で、またそダン的に誘うと、ただ「列擬鯵j の「馬年金j か r~ïlÌコト:j飽J 0主2)
で、現代文学舞台上の一役とは言えない。
疑いもなく、台湾文学:の捲にち尽きさ当たることは、内在観念が自主に突きさ当たることで問符に、
表現形態も援に突き当たることである。前進できなくなる内夜観念は、前進できない表現形態
にしかならない。新しい内容だけが新しい形態を約束することができる。新しい内復観念を見
つければ、必ず同時に新しい表現の出現を姿求しなければならない。淡没主義が滋に突き当
たった後、自然主義という新しい観念を見つけ出し、自然主義の新文学形態を作り出したo r字
国文学革命が反封建思想という新しい観念を発見した後、反封建主義思想の新文学形態を創造
した。
文芸の素材、すなわち表現の形態は、純文学の観点から言うと、作者の構想力によるもので
ある。構想、カの2まかな作者は、千主主万~Ijな形態を作り出すことができる。文芸の形態は、作者
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の思想と!樹??を表現する手段の一つで、これによって表現するものは、どのような形態でもか
まわない。例えば、 1奇い為jで、ものを象徴するメーテルリンクの作品、「狼jでものを暗示
するチェーホフの作品、「猫Jに託しでものを語る}[fli秋石氏の小説、いずれもその文芸の形態
によって不朽な作品となった。
しかし、ある主義またあるま張に基づいて発生した文学形態は、いけないところがある。自
然主義時代の文芸は、人生に対して見たり、感じたりしたものに共通の解釈があるので、文芸
の形態に対する態度と表現に、類似性がある。特に新興の「普及文学Jの形態の類は一線明ら
かである。
台湾新文学は反封建の綴念形態を前提として発生したもので、文芸作品の内在意識は、いう
までもなくこれを丞心とする。作品の形態は、 rlP成観念に築いた諸病態しか対象としない一一
見て!このようなウイルス、このように別雷、このように残酷一一例えば、!日制定の内議事を告
発したり、野H1i.で迷信な~i舌を描写したり、!日礼教の怒っを暴露したりするような客観事実の摘
写は、期待せずに一致して、ある種類の形態になってしまった。
祭党、ある主義と主張に基づいて発生した文学は、その内在!Jf:識の要求によって外在の形態
を決めるものである。主義の主張が変わらなければ、行動の態度が変わらない。行動の態度を
変えなければ、形態の類似化、公式化は避けられない結果となる。
fまを某嫡J(j主3)の例を取り上げよう。食べ物がないが、散られたり、日ヒられたりすること
がよくある。結局仕方がなくて、老主人か主人のおかずに手を出してしまう。後になってばれ
てしまって、関係者は闘を持つどころか、残酷なぎ5を下されたことに手をこまねいて助けよう
としない。資茶燃は悲しみと怒りのあまりに、自殺してしまう。
作品の類似化、公式化は墜に突き当たる前提で、その場加につれて、作品の新鮮味が減って
いく。これは欽のような規則である。
むろん、発生初期の情熱の下で、類型はたいした物ではない。かえって類型の作品だけが自
由な天地を得る。それは作品を評価する時、その内在観念の情熱と意識によるものだからだ。
しかし、発生初期の情熱は永遠に統くわけにはしミかない。反動の理性の光が次第に台頭して
くる。冷静な推移につれて批評の窓jf&がお党め、受け入れる態度も念に変わる。そうすると、
類~の作品の新鮮味は一気に無味になり、この類の作品の墜に突き当たることが決まっている
のだ。
現在合符の'i?r観情勢は、すでに反封建綴念形成の輿'1在期ではなく、 1二に述べたような冷静期
に限進してしまった。まだ封建的生活様式に没っていることは尖に大いに失裂をさせるが、
没っている自分自身は、 iljtでもだめということが分かつて、人に遅れないように改革しなけれ
ばと大きな声で、P-iJ-ぴ‘たがっている。では、改主主の新様式はどこにある?それに代わる新様式が
発生しなければ、!日緩式に執務するほか仕方がない。
だから、これからの台湾新文学は、繰り返して!日式の罪を暴露する必要がなく、!日様式に代
わる新様式を作り出すことができたら、十分である。
十年前の f査茶燃Jはもしまだ生きているなら、今はすでに大きくなっているであろう。し
かし、合湾新文学のゅの「まま茶納J(立、十年を一日の如し、少しも進展がなくて、是正依然、とし
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て?守?の様子である。
時代情勢の動Jnに応じて進むことのできないよ?の台湾新文学は、獲に突き当たるのが必然な
ことである。
形態の星空に突き当たることは、つまり、内在観念の援に突きおたることである。これが台湾
新文学の現状である。践巡すべきが、終逃できない内在~r&:織は、形態からJl見離することが期待
できるのか?
実は、今日に祭って、ょうやく台湾新文学'が僚に突き当たったとわいわい綴き出した。実に
返すまると感じる。路巡のi設を見失い、尽約定、識から外れ、生活線以外に洛ちて、文学の実生
活を娯楽品、或いは逃避の坊とするおかしい行動は、況に旗をrIてて、舞台にJ二がった。
これは言うまでもなく新しい形態のもので、例えI!、情欲ものや、 lIi¥奇的なものや、懐!日的
なものなどである。後に突きおたった台湾新文学において、これらは凡夫通散」が効くように、
一時的に歓迎されるかもしれない。
しかし、このような文学行動は、台湾新文学発援よのJEしい遂ではなく、送をIlj迄えた一隻
の船に過ぎない。台湾社会の現状に、そのt}tEの根拠がどこにも見立iたらない。たとえあって
も、とても務弱で、その側処は一一少なくない作t171が、まだ反封建の鋭念JI三1~~の指導}問!下て、
行動していることである。
もうi墜しけ台湾*Jf文学の行動は転向すべき。 lpi;r匂の意味l土、 i可1者に総進という制球で、つま
り、発生期のわ初jを放楽し、第二期の建設的、本格的な行動に滋ilするのが、台湾級文学会面
的に発展する行程である。また、これは現在、台湾新:文学の新しい出発点で、既成の生活様式
に再三l前カfあっても、それに従わざるをf与ないT分ir~人の5手i吸で・ある。
むろん、合湾新文~f:発生期に泌する活動は、すべてのI#J犯が終わったわけでなく、かえって
まだ開拓してないところが多い。反封建の観念形態は、既成の台湾紙文学の取材対象以外にも
対象が突に多い。このような初発なら、援に突き当たった台湾新文学が新しいi涯を開拓するこ
とができない。封建のウイルスを-f]菜類多く発見すれば、台湾新文学は一歩退化する。そのほ
かに、なにがあるのか。
'f~々は「交主~捌J の自殺をもう見たくない。兇たいのは交茶嫡がと手のように怒!認から離れて、
泌がiな生存権を得るかということである。!日宇L数下で不ヰきにI;({Jる女性が不殺で一生を終えるこ
とではなくて、見たいのはその女性がどのようにして不幸を解消し、さ防援な境地に達したかと
いうことである。環境に翻奔されて、人生を脱い、生活のj'~:欲を喪失する心境と様子は実に恨
むべきである。潔墳は人生のru¥Vjiカと生活のtJ":欲を支配できると譲っても、環境を変えること
が不可能ではない。だから、我々は熱烈な生活力で怒い環境を克服し、人生の新しい凱歌を上
げる新しい人物の出現を納付与する。
そうね!出家人は何をすべきか?慈悲と仁愛、衆~ーをあまねく消皮するなど、これはー誉大
切なことではないか?一
「校、は心からあなたの~i'M婦を祈り、あなたが苦労せずに、勉強することができるようにお祈り
します。あなたをこの不手ーな生活から助け出すのが出家人の義務です。私{ま誌とからお余を持つ
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てきであなたを助けたいですJと、美しいmがl演を赤らめて、愉快そうに誘った。しかし、取
を引っ張っている大学生がそれを開いて、思わずおかしく思った。
fありがとう。ごiIl&窓どうもありがとう。しかし、私、助けは安らないです。J
「いやな人ですね。遠慮しなくてもいいですよ。」
「いいえ、圧政に主主うと、あなたは私を助けるべきではなく、夜、はあなたを助けるべきです。
この世の中で、あなたより不平1で、可哀tl3な人はいないですよ。Jiいやな人?どうしてですか。J
f私の訴を開いてください。あなたは人を助けるのではなく、助けてもらうべきです。人に肉
情するのではなく、 i司i脅されるべきですよ。J
「そうですか。j
fそうではないの?考えてみてください。あなたたちの一日三食は識に提供してもらってい
ますか。あなたたちは紙日何をしていますか。何もせずに、ただご飯を食べているのではない
ですか?働かずにご飯を食べているのではないですか?…私は貧しいですが、それを恥とは思
いません。 tiJfl子を流して、一生懸命働くのは人類の義1主です。他の人に級らなくて、内分の
カで生活ーを維持しています。これは不平ーだと設えますか?挙裕でないならなんでしょうか。ふ
う、あなたたちは苛労知らずの天使です l'考えてみてください。あなたたちの生活を考えてみ
てください。その時、必ず私の助けを求めてくるはずです。J
「このi仕の'j"に、私より不泰な人がいない 1それはどうしてだろうか?J彼女は尼寺にjJifって、
一人で考えて、考えて、とうとう答えが見つからなかった。次の日、彼がまた来た時に、彼女
は再び彼に尋ねた。
「私は不幸な人間だとおっしゃったのはとうしてですか?皆に泰裕だと設われています。;f;，'，、
自身もそう思いますけど・ J
fいいえ!とおこが幸福ですか?ここにいて、 25も知らないし、青森の楽しさも知らないし、こ
こでー伎を終えるのが幸福と設えますか? i口づけjも知らない入金より不幸なものがあるの
でしょうか?J 彼女は思わず不安になってきた。今まで生きてきて、このような長J1Iで、新鮮
で、大11な訴をIlIJし、たこともない・・このようなことについて、彼女は理解できないが、心の中
に彩j'wX:と感じて、思わず顔を赤らめて、 ドキドキしてきた。…そう、尼寺の外にたくさんのIヨ
闘で、新鮮で、楽しい:長がある。彼女ーは雪誌で過ごした子供時代を思い出した。強i々 のような女
子学生時代を忠いlJ1した・同時にこの続くて、永久に不変で、鳥の絡のように狭い尼寺の生活
は本25にi呪うべきと感じた...どうして自分の-':1:=.をここで終わらせないといけないのト・彼女
は多Eから目覚めたようだ。そう!彼を助けるのではなく、自分を助けるべきだ!それに自分を
助けられるのは彼しかいない・ある白、人の少ない夕方に、彼久1まWí~かに尼寺をおた。小さい
道に沿って歩いて、巡端に彼を待っていた。しばらくすると、彼は小さい:ijIを引きながら来た。
fあなたに←言われたこと、今伐になって、やっとその怒味が分りました。自分の不幸を!感じま
した!教えてくださし、!幸福の道を教えてください!助けてください!J彼交は会身を振るわ
せながら、{民がボロボロ浴ちた。
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「分かりました。分かりました。そうしましょう!ここを離れて、家に来るなら、結婚しま
しょう!J 
f何?J
r ...夜、たち二人は、自分のカとjfで働いて、自分の生活と人生を築きましょう!どう思いま
す?君!そのような顔をしないで、!J 彼は名刺を彼女ーの手に関いて「いいなら、ここに来てく
ださい。来なかったら、夜、も気にしない。でも、 JEfiに言うと、私はあなたを愛している。永
遠に愛している」
…彼女は呆然として彼が見えなくなるのを眺めていた。
一一「どうしよう 1幸福の道を教えてもらいたかっただけだが、彼に、ーになれと震われる
とは。jこれを，思い出して、彼女は思わず綴を赤らめた。しかし、心の中はとても熔しい。その
夜…本当に我慢できなかった。心の中に}芭や友達のことを忘れられる強いカと決心がほしい。
[裳切りもの!Jf.G知らずの尼!裏切りもの!Jこのような問りは彼女の耳ーに入ってきたが、彼
女はもう何も気にしない。一一一平く逃げよう…もし彼が私を愛してるなら、結燃して、それが
幸福になるでしょう。…自分の遂をがもう。人の話を気にするものか…
f也のfEが主主隠した後、彼女は?苦かに寝室に入って、紫色の袈裟を!日iいで、ここに来た狩に着
ていた慌に務務えた。一一髪がないので、少付近むが、今は悩む時でないので、ヰ1しめに名!測を
持って尼寺を出た。一ーもしこの持に、「お名前はJと閃かれると、彼女は必ずお嬢様の口調で、
嬉しくて、活発で、大きな郊で「梅小路繁子 !J と~えるだろう。
これは北村寿夫氏者、楊法然氏訳の f美しい尼iから抜粋してきたものである。このような
生活fJi:欲に箆んで、建設的、創造的な創作こそは、病態に留まらず、一歩進んで、具体的な解
決形態と新しいill:界を作り出すことができる。むろん、このような新しい形態の創造は、新し
い内夜観念を伴うものである。発生期の破壊的な態度を解消し、本格的で建設的なllil:観は、そ
の奥の新しい態度に透することによって、神秘で奥深い新しい世界を開くことができる。
新しい態度は、新しい探究を伴うもので、また、新しい探究をする前に、新しい観点がない
と、探究することができない。発生郊の餓点は、既に使ってしまった f紙Jのようなもので、
新しい現実の認識の際碍となり、新しい現実を正しく認識することができない。家にいると、
怠予の成長を感じないが、三年、五年家を絞れて、~ってきてまた息子を見ると、その子の新
しい姿に驚くかもしれないーーだから、現実への接触は、必ず背のことを一掃し、字の書いて
いない白い紙のように、改めて接近する。そうすると今まで、灰色の彩の他に何もない擦に、次
第に鮮やかな光と色彩が出てくる。
観点が新しいなら、見る対象も自然に新しくなる。新しい態度で、新しい対象を鋭祭すれば、
新しい結論と新しい形態が生まれてくる。
筏、つまり感党で、新しい観点で改めて現実を見ると、自の腐くところに、新しい殴界を発
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見する。
客観の写実を中心とし、自我の主観の少ない既成台湾新文学は、!巡党の世界を考えたことが
ない。人の行動はどうであっても、感覚の作用と全く関係ないことがない。従って作品の中の
人物も、!惑党の摘宝子を欠かしてはいけない。しかし、既成の会湾新文学にそれがあるとぎって
も、あいまいである。人に「感覚的J抗与の感じを与える作品があれば、部分的にでもいいけ
ど、恐らくないと思う。
立・ ~1左の制作方法は、多角度、多彩なはずで、人々の主観感覚から現実の真の意識に肉:ì!iする O
これが文学行動においてとても大切なことである。しかも、今のような、躍に突き当たった後
の台湾新文今において、新鮮な空気を取り入れるために、感覚分野の採究の必姿'I~tは感覚の探
究と並行するものだとしみじみ感じる。一歩進まないと発見できない新境地において、内部的
心理j世界の探究もある。感覚の世界はこれからの台湾業r文学の広い土地で、あり、内部約心玉虫tf
界はこれからの台湾新文学のかすかな新大様である。内部構造のない既成台湾政i文学の建築
は、内部約心理の探究を始めてからこそ、 453定相伴う建築になるであろう。既成の台湾奇lIi.文学
の器調となる中市1と態度にとって必然的な結果は、現実への把援が輪郭、形松の写実だけに終
わる。それは、内部的心理探究にあまりカを入れていなし、。例えば、「夜3喜納jを例にとると、
その外部主主的はある殺度見えるが、資系燃iその人の気質、感情、心理は一向に分からない。家
屋を描写するなら、その外部に弱まり、:容や屋根など、少し深刻に描写しでも、 E去の J~t色に過
ぎない。しかし、見えない窓の中に、必ずキッチン、部庭、パスルーム、トイレ、飾り、空気
なと矛が存在しているはずである。人身には外部の生活だけでなく、内部の生活もある。物事は
表の構成だけでなく、裂の構成もあるはずだ。 -1溺i宋く見れば、そこに必ず雑多な愛情に満ち
た世界と微妙に絡み合う分野が発見できる。
四
新しい態度に創作の本格化と創作の本質があり、これは、すなわち、これから台湾新文学が
復活iする問題の一つである。
文学芸術は裁判所の供述や会議場の議事録ではない。事実の報告や現災の客観的スケッチで
あっても、文学の船主主に{合誼づけるならば、文学の苦是正li.を失つてはいけない一一制抑制E
m一一写実小説と称するものは、{乍ヨゴ-の主観のみを理:徒、とせず客観的事実を1華街liせずに持現しよ
うとしても、修飾せずには符現することができない。
写実小説は機械j二の写真のように、一本の髪なら一本の髪で、縮尺の何分のーならやlJ分のー
で、その倣1i!iは写真の倣俗、或いは記録の価値と同じである。では、どうして機械上の写真、
裁判所の供述は芸術の領域に入っていないのか?それは、文学上の符現は、カメラと同じでは
ないからだ。
文学作品の魅力は、作家の感情にあり、感情の燃焼から1:まれた文芸でないなら、術ldの帳
簿となんの遠いもない。作家の感情の燃焼から生まれた文芸の素材は作家の思想、を表す手段と
なる。文芸家は科学芸之と迷って、~[jのおきを説明するために、一万何千ーjミというふうに説明す
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るのではなく、必ず「天をつくばかりにおくそびえる」というような君主税をmいる。文学上の
真実と科学上の真実は迷う。そのように、文学芸芸術制作において、物事に対して文学の独特な
表現がある。例えば、我々はある素材で、ある感情を起こさせ、またこの!制官を外にき交そうと
する時、大工が木材を見つけて、 IliIJ作意識を起こし、この木材は何にi箆丹jするのか、どのよう
にカットしたり、取捻したり、おlみ合わせたり、加工したり、色を塗ったりして大工の心中に
あう器物にするのかと向じようなものだろう。したがって、作家が文芸にまえ攻する形態は、あ
る事実から取ったものだが、この事実の人物、事件、'1H去と完全に一致するものではない。文
芸lま表演で、記述ではない。また、文芸の表現法は、;惚端の省略も必要とし、綴織の美化と脱
化も必要で‘ある。平I雨のJf占!ち:もあれば、立体の描写もある。日Ijのi世界を象徴するものもあれば、
目立の物事を1長治するものもある。
水を伐る音が響いて、森の中は不思議なitH律でj的ち、焼律的に続いている。 活気に滋れてい
る白い一枚一枚の水車iはijft~iìíのように銭を荷びている卒に散る。伐る俊に、折れる後がかすか
だが、はっきり問こえてきた。水は:続いたように絞のよで主主らいだが、すぐ戻った。一瞬、{尽
く響いている資が沈黙した。突然、木は傾いて、問1寺に燦裂するような泊二がして、校を折りな
がら、 i益る大地に倒れてしまった。一一水を伐る索、人間のi込斎は全て1mこえなくなり、森も
もとの静かさに百さった。水を伐る?ををf，tJいて逃げた鳩は反ってきて、ジーとi泌さながら祭に飛
んだ。校l主総く揺れ動いて、すぐ{むの校と悶じように動かなくなった。水はー}内楽しさを得た
ように、動いていない校を新しい笠間にや1ばそうとしている。
太陽の光が設を透して22に身を投げ、またすぐ大地と?去を掠めた。滋は波を起こし、遠近の
笠間に満ちている。銭は葉っぱの上に光っている。透明な主主はゴiニ古?な速さでZ去に散っていく 0
J^は茂る葉っぱの中に集まって、楽しそうにさえずり合ったり、銚んだりする。策っぱは活気
に滋れ、相の上でイqJびている。lj:_きている木と校は、 i也に倒れてしまった死んだ本の上で、 j'1争
かに、厳かに動きはじめた。
なんとすばらしい始以で、あろう。これはトルストイの 5三つの死jの一節で、 it阪な努の死
と総裕な女の~E と水の手Eの対!照的な封Ji巧:である。
一つの木の犯の描主主は作者の寝Ij迭を省くと、このように間協背去を実tE的に描くことはでき
ない。これを読んで、然環や不E当然なところは少しもないではないか。では、一つの水の手Eは
tiくに足るものなのか? そうなのだ。作者がこの潔材を伶りて、燃える感情を十分に表せる
なら、災の文学創作となる。見よ!我々はこの一節を読んだ後に、自然の前に万物は平等であ
り、本土13の人生はどのようなものなのかという共鳴を起こしたではないか。
文学装術は右IJj去の表凝で、関家が絵を1尽くように、一人のモデルから取材するが、出来上がっ
た作品は、 i凶家の檎惣の絵で、モデルの写真ではない。そこに、精神、 Jfl1液、感情のiおれと迫
力がある。
liyに既に述べたように、〕主学の形態はf'1殺の忠、惣感情を表現する手段で、表王立の持活切と効力
を判断して、モデルから取材しでもいいし、作者の構造と告IJjきはどのような材料でもかまわな
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し、。 一一一一
一週間の!日j に、 íìì\fl市に絶えずに追われた1'1~の群れは、怪我したり、空腹になったりして、竺?
の績もった広野でさ迷った。Il~j'時歩をやめ、ひたすら吠える。また一夜歩いて、さまよう、そ
のようなきわまりであった。
Jfミは浅いスピードで歩いていたo さj'，土真っ1:'な限で狼を見つめている。なにか|決しげに光っ
て、彼らの践のうえを掠めた。足のドは縦くてi等い;J<がいやな去を交てている。
狼は歩きながら考えた。自い広!J!}(土本~に怒ったかな。我々を惚んでいるかな。我々は総定
して、彼の地域を犯し、彼の'!l:1針隊員時し、校ている彼を起こしたー…このように考えると、
来てのない広野は、今にも裂けて、彼らをltき淑めにしようとするようだ。
彼らは絶望した。
fボス!一休校々をどこに迷れて行くのか?J彼らは思わず年長の狼を炎めるように開いたo
fおい!一体逃が分かるのか?どこに行くのか?J 
年長のJl~1ま一言も 1言わなかった。その ι1 1 で、 -uc.一帯若くてftiかしい狼はわざとこのように
2まいながら、年長の狼に近づし 3てきた。
年長の狼はその狼をしばらく見つめたが、念、に殺気を現して、~~える代わりにその狼の首に
l憾みついた。
以上はチェーホフの短総 rJ:財の一節である。会編に一人の人IilJも1f.J劫しなかったが、作品
としての価値は十分にある。それは作品が表したのはー殺の人間、政治の検初だからだ。雪の
広聖子に t}j復する Jl~1土狼ではなく、本当の人絢なのだ。
文学芸術は創造するもので、素材などに気をつけなくてもいし、。しかし、創造はフィクショ
ンではない。作品の形態ill:界に活動しているのは、ある事件、ある1f.災でなければ、ある人の
主主的の域災である。
むろん、フィクションの作は全く存在していないとは設えない。 r会HI!I泌総J、riJ寺公徳J、「白
蛇侍Jのような現実生活を超越している!日小説は、生活の逃避の坊を提供するものとして社会
に汲れた。文芸上、自然主義riíjのロマン主義時代の作品は、 25恕に任せて、現災~tl'舌にありえ
ない文芸をfcIiJ作することによって、一時的に議んになった。
しかし、 i時代が変わり、現実生活から遊離して、人生の:f}I実と適応しない文学行動は、現代
文学:のB般に出現してはいけない。現代文学はある時代ある社会において、人生生活のー断郎、
ーかけらである。ょに上げたトルストイの「三つのJEJのような、 1]['!i;の迷い、二人の男女の
死の対照で、ある縫の真災の人生を現すもの、チェーホフの「狼Jのような、ある穏の人間生
活の様相を表すものでないと、それぞれの11'，弘は各自の芸術性があっても、務代小説としての
fIi1fl在は、法らくないと言える。
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五既成の台湾新文学を兇てみると、-:jf，~ll民立つのは、高Ij作努力の低迷ということである。創作
するというより、むしろ身のまわりの記述、心境の記述、自らi、4li.{!1二概録である。詰IH'I'らしい
創作は、ほとんどない。それらは批難に堪えるものではない。新しく開発した図地にはどのく
らい実るのか。そのための努力は慨に多かった。しかし、結来がでているのかどうかというと、
出ていない。例えれば、子供の振る舞いには無限の米来とj発利の無邪気があり、それは台湾新
文学の初期にあたるべきものである。だから、発生初期の台湾新文学は、一稜の模倣と試みに
過ぎなくて、その実際のU.t!Nといったら、 1liJ人の身近な事災からである。自分の心境、体験を
描いたり、身近に発役した事災を記述したりしている。フィクションを通して具体的な倒体を
創造し、感情を表現することができない。
情熱の限界がある。特に身近な事実を記述する作品は、大{本筏的意Z訟を忘れて、発生郊の精
子ltと併行することができない。一一以下のような話は、今日の作品に適用するかどうかははっ
きりとは分からないものだが、大砲に言うと、税在の作品は、発生初期の作品に及ばない。「日
刊新災報J(注4)の作品は「週間時代J(校5)と比べて大いに劣っている。「日:F1J民報j以来、
多少中i訟の出現を促した。作品の設において、なんとなく進歩した。しかし、注意して見ると、
膨張しているのは殺で、血液ではない。ほとんどは路紡が浮かんでいるからだ。一一念体的に
言うと、発生初期の作品と比べて、告1 {乍が欠けていて、更に呂が~~Ji&を伴って表現される作品
は、恐らく臼i切窓識をでっち上げる作品に反例されている。 f閑人の自伝か故事のようなものは
実に多し、。
これは台湾新文学が後退しているということである。その係国は巻頭に伐に説明したので、
今は改めて述べなし、。
心境や身の脱りの感情のような私小説は価値がないとはいっていない。そのf!lfi{u白が低いと
Eまっているわけでもないo ITJじ感情の燃焼から生まれてきた芸術だが、本絡の作品に偉大な創
作の出現がある。私小説に偉大な創作がないわけではないが、TlIJ者は作者のフィクションから
素材を作り出して表現するもので、後者は完全に自分の経験や心境、)羽りに発生した4}tj起を素
材として使って表現している。異なるところは真実というところだけだが、私小説は必ずしも
本格作品の上だとは線らない。
しかし、私小説の創作対象は限定の材料によるものなので、活動力の持続はむろん簡単なこ
とではなく、大体機;{E一日の栄のように、すぐ消えてしまう。これは台湾新文学から見ても、
すぐ分かるように、台湾新文学の発生から今日に至って、持続的に作品を発表する作家が一人
もいないのはなぜであろう。 -J~I~だけで消えてしまう人もいるし、三綴、五線の人もいる。多
くても守慾;gのようである。言うまでもなく、材料が乏しい。衝動の熱が下がるのはその要因
となる。'&鋭的挑写:には作家存在の余地がない。作家が本格化できないのも悶じ理由である。
私作品の創作行動は活動力を持続しにくいということを上に既に述べた。そのflitをした材料
もほとんど作家個人のことである。このような現象は我々合湾新文今において、ますます明ら
かになってくる。身のまわりの般i~や、炎Jgゃ、苦しいことや、主主しいことなど、文句を設い
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ながら、自分も悲しくなる。億人生活の特別な一夜iを表現出来ると1おっても、{朗人天地の境界
線を突破することがなく、多数者の共鳴を起こすことが出来ない。
作品の主要条件は普遍性と社会性である。近代社会の組織は個人生活の存夜を緩端に薄弱化
し、集i沼!ti5の存在に務自する。 集団は終日1の生命があり、集!刃の意志は俄人の3主主主を指導し
ている。泳生けるかどうかに関わらず、剣道生活でないとし、けないーーだから、それで人生現
実に肉迫し、社会集団の中の個人という存在を無視するのは実に難しいことである。 f閲人生活
は社会生活分野の一部であり、作品の中の個人は築関の中の一人でないと、その作品の存主力
を期待するのは言うまでもなく出来ないことだ。
私小説のもう一つ問題点は低級な発表1l.~ に引き込まれていて、主主的の意識と :!Jl~志を見通すこ
とができないということである。別な綴点から言って、文学芸術に目的立識が必要でないと主
張もできる。たとえば、露骨な隠的窓織、つまり阪胞の広告や保険会社の営業案内のような文
学活動など、私は賛成できない。突は、文学はこうなる河ー能性もある。目的意識の依餓となっ
た文学は、文学の効糸も失ってしまうのだ。
I3 ÉI 'J ~J裁を作品の中に含み、作品の自然性を{怨っけない作品が現代文学と震える O 文学の尊
厳と言いながら実生活から逃げて、芸術のための芸術という活動と思想は、既に克服しなけれ
ばならない。それはアヘン隠者のアヘン論と同じである。
文学は現実に基づいての創造、表現と描写である。現実の模倣、記述だけで出来るものでは
ない。前に日正に述べたが、文学は裁判所の供述ではなく、研究所の分析報告でもない。絵のよ
うに、彫刻のように、女をテーマとしたら、出来上がった女は兵体的な間体で、単に概念的な
ものではない。またモデルの模倣でもない。作者の感情から創造して来た新しい形態でないと
だめである。
しかし、これは創作技術と密接な関係がある。いや、~:ろ紛れず技術で、決められるものである。
同じ題材を採る場合、創作技術の上手な作者は、いろいろな新しい磁を聞いていろいろな個体
を創造して表渓する。それに対して、技術の下手な作者は、事件の記述に留まっているに過ぎ
ない。
創作技術に関して、台湾新文学はまだまだ研究する必要がある。 U[J成の台湾新文学は大体概
念的な記i主である。だから、鮮明なイメージは我々の践に留まることが出来なかった。
例えば、「金銭の界怒」を摘さたいなら、一人の兵体的な{間体を創作して、それで金銭の界惑
を表現する。上に上げたチェーホフのr1:刻、トルストイの f三つの死jの一節のように、作者
の説明がなくても、その形態の動作、干Tf語、 ZE気から f人生生活の緩相」と f自然のl誌の死j
を表現することができる。
作品の不自然は、台湾新文学の問題のーっと震える。大方の作品は、強いて素性不明の主人
公を作り上げ、作品が潟りたいこと、設いたいことをその主人公に託す。そしてその周りの背
景や事件を飾るだけでできあがる。
文芸作品の創造はフィクションであっても、フィクションに留まらないために、作者の創作
技術が必姿となる。読者が読んで、これは作者のフィクションとすぐ感じるなら、作者はどの
ようにも f金銭は罪怒だJr人fl食いの礼数Jr残留告なi止問jなどと言つでも、殺にも共鳴を起こ
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すことができない。
一つの作品は一つのま足立があり、その主題を現実以]二に見せるために、作者は;ttl像力を尽く
して巡切な表現材料を創造しなければならない。むろん、この材料は主題に応じるべきである。
主題に袋iわせずに、!滋If討のtli19:に傾いた、事件の;並行、 7H去の説明、人物性格の表現のような
必姿でないものは、主題を不明にさせるfi1;険性がある。銀総の創作において特にこのような感
じがある。
台湾紙丈写会の中に、このような隠凶のWi存が多すぎるのも病弊の一つである。これで作者の
日襟を不明にさせる。 作者は一体仰を表現しようとしているのかが分からなくなる作品は少な
くない。
:変:するに、素材'に告IJ迭を入れて、表f見{土素材自身の動作、 7干Zf、空気から兵体的に表現した
ほうがいい。主題と関係ないもの、大切でないもの、或いは必要ーでない、ただ作二8i・の2・いたい
ことだけなら、すべて省略すべきである。
発生j拐の台湾新文学は幼殺な行設すJを取るのが当たり前だと言っても、発生JVJにJYJl1Uがある。
今は日正に台湾新文学が本絡的に進歩する時期を厳しく追及する1寺紛である。
(一九三[Ilj.五-一七)
、 ?、?
1 i説!、範の二将来j一地獄の神様。
2 以上の3語は米iI'Yo
3 女中。
4 1927{同IJ干IJ、台北市、台湾新民総社発行。
5 米詳。
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